
番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・現場実習事後学習

6

・卒業生の話を聞いて、自身の卒業後
の生活についてイメージをもつ。
・生活リズムや余暇の過ごし方をイメー
ジすることができる。

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

〇

・現場実習壮行会

・視覚教材を活用す
る。

・タブレットを活用し、
視覚的に示す。
・昨年度の実習を振
り返り、実習日誌を活
用し理解を深める。

〇

・自分にできる方法で、相手にわかる
挨拶や報告ができる。
・身だしなみを整える、清潔を保つ意
識を高める。
・ストレスや疲れを溜めない生活につ
いて自分の生活を振り返りながら考え
る。
・マナーやルールを理解し、やってみ
ようとすることができる。
・一定時間作業を続ける力を身に付け
る

○

・年間の学習内容、予定を知る。・年間の予定

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

・卒業生の仕事内容
や生活の仕方等を予
習したり、イメージし
たりしておく。

1
2
3

・卒業生の話を聞こ
う
・卒業後の生活につ
いて

・卒業生に就労や生活の
様子を聞く
・卒業後の生活について

・現場実習報告会

使用教科書

ねらい（評価の観点）単元（題材）名

・実習先について
・実習の目標決め

・実習を行う場所や仕事内容、1日の
時程、期間などを知る。
・昨年度までの経験を基に、適切な目
標を考える。

通
年

・挨拶、返事、報告練習
・清潔と身だしなみの確認
・健康や余暇
・社会人としてのルールや
マナーの学習
・スタンプ押し、封入、シュ
レッダー、三つ折りなどの
軽作業

ひとりだちするためのトラブル対策　予防・回避・対処が学べる　改訂版　　　ジアース教育新社

・基本的な挨拶やマ
ナーを身に付けよう
・ワークトレーニング

・繰り返し行う中で身
に付ける。
・タブレットを活用し、
身だしなみや作業時
の姿勢を確認する。
・課題の違う複数の
作業で適性を伸ば
す。
・視覚教材を活用し、
自発的に活動できる
環境設定をする。

担当教員

教科等名 職業 １グループ

ねらい

・ワークトレーニングや実習などを通して、「働く」ということへの意識を高め、必要な知識や技能を身に
付ける。
・場面に応じたコミュニケーションについて考え、実践する。
・卒業後の生活について考え、自分の生活を改善し、豊かにしようとする態度を養う。

○大野　隆将　　岸田　義文　　髙柳　彩子　　澁谷　一成　　奈良　恵理子

予定授業時数

51 令和7年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

4

・現場実習事前学習

・現場実習壮行会
5

・目標の発表
・仲間の話を聞く

・オリエンテーション

〇

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

・評価表を基に実習を振り
返っての成果と課題につ
いて
・礼状の作成

・現場実習報告会
7

・評価されたこと、課題として指摘され
たことを知る。
・実習でお世話になった感謝の気持
ちを文章で伝える。

・生徒が理解できる
言葉や視覚情報で
簡潔に伝える。
・実態に合わせて、
書式を工夫する。

・実習の成果の報告 ・報告を通して自分の成果と課題をよ
り理解する。
・人前で発表する経験を積む。

9

・現場実習事前学習

・資料作成や発表を通して、実習への
意欲を高める。
・実習についてのイメージをもち、自分
のやるべきことを意識できる。

・タブレット端末を活
用し、視覚的に示
す。
・昨年度の実習を振
り返り、実習日誌を活
用し理解を深める。・目標の発表

・仲間の話を聞く
・実習への意欲を高める。
・実習についてのイメージをもち、自分
のやるべきことを意識できる。

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

・実習先について
・実習の目標について

・実習を行う場所や仕事内容、1日の
時程、期間などを知る。
・昨年度までの経験を基に、適切な目
標を考える。

66

・実習の成果を報告
・卒業後に生活について

・報告を通して自分の成果と課題をよ
り理解し、卒業までの生活を意識す
る。
・人前で発表する経験を積む。

11
１２

・生徒が理解できる
言葉や資格情報を使
い、簡潔に伝える。
・実態に合わせて、
書式を工夫する。

・評価表を基に実習を振り
返り成果と課題について
・礼状の作成

・評価されたこと、課題として指摘され
たことを知る。
・実習でお世話になった感謝の気持
ちを文章で伝える。

10

・現場実習事後学習



番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

予定授業時数 66

・実習の成果を報告
・卒業後に生活について

・報告を通して自分の成果と課題を理
解し、卒業までの生活を意識する。
・人前で発表する経験を積む。

12

・生徒が理解できる
言葉や資格情報を使
い、簡潔に伝える。
・実態に合わせて、
書式を工夫する。

・評価表を基に実習を振り
返り成果と課題について
・礼状の作成

・実習を振り返り、自身の課題を明確
にし、卒業までに改善に取り組む。
・実習でお世話になった感謝の気持
ちを文章で伝える。

10
11

・現場実習事後学習

9

・現場実習事前学習

・資料作成や発表を通して、実習への
意欲を高める。
・実習についてのイメージをもち、自分
のやるべきことを意識できる。

・タブレット端末を活
用し、視覚的に示
す。
・昨年度の実習を振
り返り、実習日誌を活
用し理解を深める。

・目標の発表
・実習生の話を聞く

・実習への意欲を高める。
・実習についてのイメージをもち、自分
のやるべきことを意識できる。

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

・実習先について
・実習の目標について

・実習を行う場所や仕事内容、1日の
時程、期間などを知る。
・昨年度までの経験を基に、適切な目
標を考える。

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

・評価表を基に実習を振り
返っての成果と課題につ
いて
・礼状の作成

・現場実習報告会
7

・実習の振り返りを行いⅡ期の実習に
向けてこれから取り組むべき課題を整
理する。
・実習でお世話になった感謝の気持
ちを文章で伝える。

・生徒が理解できる
言葉や視覚情報で
簡潔に伝える。
・実態に合わせて、
書式を工夫する。

・実習の成果の報告 ・報告を通して自分の成果と課題をよ
り理解する。
・人前で発表する経験を積む。

4

・現場実習事前学習

・現場実習壮行会

5

・目標の発表
・仲間の話を聞く

・オリエンテーション

〇

52 令和7年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

担当教員

教科等名 職業 ２グループ

ねらい

・ワークトレーニングや実習などを通して、「働く」ということへの意識を高め、必要な知識や技能を身に
付ける。
・場面に応じたコミュニケーションについて考え、実践する。
・卒業後の生活について考え、自分の生活を改善し、豊かにしようとする態度を養う。

○榎本　一慶　　松下　暖乃　　大平　宏

使用教科書

ねらい（評価の観点）単元（題材）名

・実習先について
・実習の目標決め

・実習を行う場所や仕事内容、1日の
時程、期間などを知る。
・これまでの体験を踏まえ、自己の課
題を明確にし、目標設定をする。

通
年

・挨拶、返事、報告練習
・清潔と身だしなみの確認
・健康や余暇
・社会人としてのルールや
マナーの学習
・スタンプ押し、封入、シュ
レッダー、三つ折りなどの
軽作業

ひとりだちするためのトラブル対策　予防・回避・対処が学べる　改訂版

・基本的な挨拶やマ
ナーを身に付けよう
・ワークトレーニング

・繰り返し行う中で身
に付ける。
・タブレットを活用し、
身だしなみや作業時
の姿勢を確認する。
・課題の違う複数の
作業で適性を伸ば
す。
・視覚教材を活用し、
自発的に活動できる
環境設定をする。

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

・卒業生の仕事内容
や生活の仕方等を予
習したり、イメージし
たりしておく。

1
2
3

・卒業生の話を聞こ
う
・卒業後の生活につ
いて

・卒業生に就労や生活の
様子を聞く
・卒業後の生活について

・現場実習報告会

・視覚教材を活用す
る。

・タブレット端末を活
用し、視覚的に示
す。
・昨年度の実習を振
り返り、実習日誌を活
用し理解を深める。

〇

・相手に伝わる挨拶や報告ができる。
・身だしなみを整える、清潔を保つ意
識を高める。
・ストレスや疲れを溜めない生活につ
いて自分の生活を振り返りながら考え
る。
・マナーやルールの必要性を理解し
実践できる。
・一定時間作業を続ける力を身に付け
る
・作業工程を理解し、繰り返しの中で

○

・１年間の学習内容に見通しをもつ。・１年間の学習内容や進
路行事について確認す
る。

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・現場実習事後学習

6

・卒業生の話を聞いて、自身の卒業後
の生活についてイメージをもつ。
・生活リズムや余暇の過ごし方をイメー
ジすることができる。

・ワークシートを使
い、事前に発表の練
習を行う。

〇

・現場実習壮行会



番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

６
７

４
５

・困ったときの相談につい
て
・余暇活動について

・よりよい職業生活や社会生活を営む
ため、危険回避と困難時の対応策を考
えることができる。
・余暇活動にも意識を向けより豊かな
生活へのイメージをもつことができる。

・生徒の実体験や、
将来予想される事例
などを取り上げて自
分事として考える。

２
３

・卒業後の生活②

〇

・健康管理について
・給料、生活費について

・健康な生活を送る方法を知ることが
できる。
・適切な金銭の消費を知ることができ
る。

・生活パターンによる
支出などを提示し、イ
メージをもてるように
する。

・卒業生の話を聞く
会

・実習の振り返りとまとめ
・お礼状の作成

・実習を振り返り、自身の課題を明確
にし、卒業までに改善に取り組める。

・「評価表」、「日誌」、
「振り返りシート」を活
用する。

・卒業後の就労や生活に
ついて

・卒業生の話を聞いて、自身の卒業後
の生活についてイメージをもつことが
できる。

・聞く視点、質問事項
を事前に考える。

11
12
１

・現場実習報告会

〇

・実習の報告
・成果や課題を報告し、卒業後の進路
に向けて自覚をもつことができる。

・事前に発表の仕方
を練習する。

・卒業後の生活①

９
10

・進路決定に向けて

〇

・求人票と採用選考
・福祉サービスの手続き
・自己選択、自己決定

・求人票の見方、社会保険などを知る
ことができる。
・各種の手続きなどを知ることができ
る。
・これまでの実習を振り返り、進路を自
ら考え、決めることができる。

・求人票等の現物を
用意し、イメージをも
てるようにする。

・現場実習事後指導

９
・現場実習事前学習
（現場実習壮行会）

・Ⅱ期実習に向けた目標
設定
・実習に向けた決意表明
・Ⅱ期実習の位置付け

・自身の課題を強く意識し、改善した
姿を実習先で評価してもらえるように
する。
・Ⅱ期実習の重要性を理解し、実習に
参加する。

・Ⅰ期実習の振り返り
シートを活用する。

・求職登録 〇
・ハローワークについて
・重度判定について

・求職時の仕事先の見つけ方や相談
支援先を知り、利用の仕方が分かる。
・企業就労への流れを知ることができ
る。

・ハローワークのパン
フレットや職業講話
の資料を活用する。

・事前に発表の仕方
を練習する。

・現場実習事後学習
・実習の振り返り
・お礼状の作成

・実習の振り返りを行い、Ⅱ期の実習
で取り組むべき課題を整理できる。
・お礼状の書き方を身に付けることが
できる。

・「評価表」、「日誌」、
「振り返りシート」を活
用する。

・現場実習報告会 ・実習の報告
・成果や課題を報告し、卒業後の進路
に向けて自覚をもつことができる。

・事前に発表の仕方
を練習する。

・挨拶、報告などの練習
・メモの取り方
・ＴＰＯの確認
・社会人としてのルールや
マナーの学習

・相手に伝わる挨拶や報告ができる。
・メモのポイントを知り、練習、実践でき
る。
・ＴＰＯに応じた身だしなみができる。
・マナーやルールの必要性を理解し、
実践できる。

・現場実習壮行会
・実習先や目標の発表
・実習に向けた決意表明

・実習への意欲を高められる。

・１年間の学習内容や進路
行事について

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・学習内容に見通しをもつことができ
る。
・進路に関する目標を考えることができ

・１年間のスケジュー
ルを提示する。

通
年

・自己の課題理解
・実習時の職場でのルー
ルやマナーついて

・体験を踏まえ、自己の課題を明確に
し目標設定をすることができる。
・実習に臨むに相応しい態度を身に付
け、意識や意欲を高められる。

・現場実習先の情報
を調べ、見通しをもっ
て参加できるようにす
る。

・現場実習事前学習

単元（題材）名 ねらい（評価の観点）

・挨拶、報告、連絡、
相談、メモの取り方
・ＴＰＯについて
・社会のルールやマ
ナー

〇

・反復練習をする。
・チェック表や視覚的
な手本を示し継続し
て学習する。

・オリエンテーション

教科等名 職業 ３グループ

ねらい

・産業現場などにおける実習に参加し、卒業後の進路に必要となることについて理解を 深める。
・産業現場などにおける実習に参加し、自らの課題を設定し解決策を考え実践できる力を 養う。
・産業現場などにおける実習への参加や日々の生活を営む中で、地域社会への貢献に向けて、自らの
 生活を改善しようするとする実践的な態度を養う。

53 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

〇阿部　敦子

ひとりだちするためのトラブル対策　予防・回避・対処が学べる　改訂版

担当教員

予定授業時数

使用教科書

66


